
，材料と用具：! - - ---------------- - - -- ------------- - ---, 

食ねらい 『紙を切り攻 I_ ー,-_だりU)りて庁長り合
11せて/(,Itが立てだりしC、 スペ ー ベシ\':、
ル型り）削｛飛行蒙を作り 真—っずくい『に飛
ふ上夫を見-) t:r jこ＇）、 餡コ，八てJi灼はしこり
して国ぶ。

O芍伍し「）形がし� っかりしてし)るこうちに、 カッタ

ナイブを（吏用させるど、 カソタ ーナイフ使ftiしこ

よるケガが防ぎやすしり

(�) 4 -; 0)旦紅を、 線｛こそってぎれし)iこ切り抜、；。

2. 型紙を組み立てる

1)浅首部分(A)を、 下図り）よ)!こ2 -:i担りこし、 内

間に豆）りを-)けて、 はり臼いせるc

111折り

じ厚でのケ ‘

G 輪 ヽ
1,’-

C / \サミ

］、紙(Pふうの間糾を印刷）

。わりifし

C カッタ

。 クリップ

ナ Sイプ

。 のり
。定規

l' 型紙を切リ抜く。

2)胴体丘i分(B)を［山折りの郎分r-J、:谷折りしf)部分」

「何もしないぷ分ー：こ気を-:;けて折り皿げる。

し）凡り紙は、

分(C)、 千翼部分(ll)し')」') iこ分か礼てI、 ) ます。

O型紙は、 次りようになって,,,るごとを知らせて

と胴1本部分(B)、 旦店足封部

竹染のめあてをす］ごせるとよし. 0 

t『斤りRとぢる。，点印礼音[\分(·....、)

。黒沿り部分（麗塵）はカソタ ーナイプ了切り落

とす。

( -) ! 土'\'ザミ叉Cい）る。

(1)製初は、 カッターナイ］を｛史�＇）て、 J甲 く塗られ

てし'る部分を切り晶どすっ

び

0折 り目い部分に

カッター十ィ7り）

背の部分で線をつ

『r -ごオ；くど、 1斤り

由げやすい。

O低『忙の子竺もに

は、 長めし［）釦を使

用ごサる。

ロ
止'.-;f:11:j斤

,,,1>.;!Jr ., 

と星四尾翌部分(C)を胴1本部分（間こ取

り付げる。

IJI叉)UJ訃線部分にしりりをつけ、 張い合わせる，9

[[)'.]は、 胴体部分を

裏祖IJから見応も

r心一
1
3
 



けて、 張り

0のりをつける

る。

ようにのりをつ

る。

とつけない部分に気をつけ

(/) iJはぬらなし＼

り付ける。

0のりづけ部分に気をつけてのりづけする。

〈横から見たところ）

〇うまく飛ばない場合は、

方

(2)長め

：
 

ギ
fヽ ，ぃ`

します。，

A 
4 . ゴムカタパルトを作って飛ばす

(1)わりばしの先に、 カッタ ー ナイフで溝を作る。

うに、 みぞを作る

わりばしにくくりつける

引
っ

ぱ
り
出
す

IJ

凸

v

→
 

丁
叩
ー／

つばさの下で折ってのりづけ

O完成した機体を正面から見て、

がっていたら、

0作ったスペ ースシャト

ぐにする。

いたり、 はがれそうにな

ていたら、 補強する。

3 . 試験飛行をさせよう

ぐあ

いを調べ、 真っすぐ飛ぶように翼

みを持って飛ばし、

水平に、 ちょっと下向きに飛ばしてみる。

(3磯体のフックの部分を輪ゴムにかけ、 ひっぱっ

て飛ばす。
.
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スペースシャトル型紙飛行機型紙（これはB5版サイズです。 B4版(141%拡大）にして使用してください）
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